
※施工計画書の参考例です。対象の埋設物に係る部分のみの施工計画を記載してください。 

 

施工計画書 

 

１ 施工目的 

  本工事は〇〇市発注の、フェンス基礎及び門扉基礎工事等を行う。 

２ 施工方法 

(１)  床掘工(掘削寸法等図面参照) 

・掘削に先立ち、保安設備、排水、残土処理等必要な準備を整える。 

・工業用水道管(仕切弁マンホールを含む)位置にバリケードを設置し、重機の

乗り上げを防止する。 

・必要以上の掘削は行わず、一度に大堀りはしない。また、できるだけ振動や

衝撃が発生しないよう注意して施工する。 

(２)  基礎工 

・砕石を敷き詰め、ランマーにて転圧する。 

・砕石の上に捨てコンクリートを流し平らに均す。 

・ベース部と立ち上りの鉄筋を組み上げる。 

・ベース部の型枠を組む。 

・ベース部に生コンクリートを打設する。 

・立ち上り部に生コンクリートを打設する。 

・コンクリート硬化後、型枠を解体する。 

(３)  埋め戻し工 

・型枠解体後、埋戻しを行う。 

・埋戻し土は掘削土を使用し、ランマー又は振動ローラーにて転圧する。 


